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接合菌類は、鞭毛を失って最初に陸上に進出した初期の原始的な菌

類である。接合菌類のハルペラ目は節足動物の腸内共生菌で、腸管

内に付着して生活し、菌糸の分化は弱い。一方、キクセラ目は陸上

で有機物を分解して生活する腐生菌で、典型的な菌糸を分化するカ

ビの仲間である。微細構造および分子系統解析の結果に基づき、こ

の 2 目の菌は単系統群をなすことが判明し、現在、キクセラ亜門に

まとめられている。この 2目は、生活様式も形態も著しく異なるが、

中部山岳地帯および近隣地域での菌類相調査の過程で、その中間型

を示すと考えられる新たな菌群が発見されてきた。 

 

 東信、北信地方の横穴古墳内より得られたキクセラ目の１未記載

種は、極めて特殊な胞子嚢胞子を形成する（図 1）。この胞子は円筒

形で、先端に長い冠状部を伴い、冠状部には縦に 6 本の溝と各列に

９個の爪状の突起を持つ。この胞子は、いかなる培地の上でも発芽

しなかった。そこで、産地に多数、生息していたカマドウマ科昆虫

の糞を培養した結果、糞より高頻度に本種が出現した。また、その

カマドウマ科昆虫個体の腸管を切開して内壁面を観察した結果、外

胚葉性の前胃に胞子が強く付着することがわかった（図 2）。胞子は、

先端の冠状構造を前胃壁の剛毛間隙に固定し、発芽をして渦巻状に

成長し、巨大な分節胞子を形成していた。そこで、改めて胞子胞子

嚢胞子の発芽条件を検討した結果、酸素濃度 0.5％未満の嫌気条件下

で発芽し、腸内に認められた分節胞子を形成することがわかった。 

 

 即ち、この菌は、胞子が宿主動物に摂食されると、腸内に滞留し、

分節胞子を形成して増殖し、それが糞とともに排泄されると、体外

で発芽して菌糸を伸ばし、胞子嚢胞子を作る。つまり、宿主動物の

腸の内外で二相の生活様式を併せ持つ種だということが判明した。

現在までに、この種と同様に「腸内外の二相の生活様式」を持つキ

クセラ目の未記載種が、バッタ目のケラ、エンマコオロギ、ハサミ

ムシ目の 2種、さらに唇脚綱動物からも発見されてきた。 

 

 現段階の系統解析結果（Trotter et al. 2013）からは、腸内共生性の

ハルペラ目から腐生性のキクセラ目が二次的に分化した可能性を読

み取ることができる。この仮説を踏まえると、「腸内外の二相の生活

様式」を持つ、これらの一連の菌群は、その中間段階に位置する菌

群ではないかと考えられ、菌類の陸上進出を考察する上で重要な示

唆をもたらす可能性がある。 
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図 2．前胃内面に付着し
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図 3．嫌気培養下で

の菌体 


